
 

  

Ⅱ 国際交流  

 ７ 韓国（江原道等）との交流  

８ インド・アンドラプラデシュ（AP）州との交流  

９ スイス・バーゼル地域との交流  

10  その他の国・地域との協定等  

11 とやま名誉友好大使  

12 富山県高等学校生徒海外派遣事業  
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７ 韓国(江原
カンウォン

特別自治道等)との交流 
 
① 江原

カンウォン

特別自治道との交流の経緯 

   1992 年（平成４年）８月、權寧一
クォン・ヨンイル

江原道地域経済局長が富山国際地域交流シンポジウムに出席

しました。そして同年 11 月、富山県から横沢出納長等が上記シンポジウム出席の返礼のため江原

道を訪問し、四地域間交流協議会の設立等について協議を行いました。  

   その後、上記シンポジウムで採択された『富山アピール』を受けて、具体的交流事業を協議する

ため、1993年（平成５年）２月 10日、趙明洙
チョ・ミョンス

江原道企画担当官等３名が富山県を訪問し、「文化芸

術・スポーツ分野における交流協力議定書」を取り交わしました。  
                 
② 江原特別自治道との交流の広がり  

   議定書を取り交わして以来、芸術団体の相互交流、環日本海インターハイへの参加、研修員の受

入れ、環境協力などの幅広い分野で関係を深めています。 

2018年に開かれた「平昌冬季オリンピック・パラリンピック大会」には、開催地である江原道か

らの招待を受け、県の代表団及び文化公演団をそれぞれ派遣しました。  

2023年 11月２日～４日に、交流 30周年を記念し、金鎭
キム・ジン

台
テ

江原特別自治道知事等７名が来県し、

新たな協定書を締結しました。また、江原特別自治道から「2024江原冬季ユースオリンピック」開

会式へ招待いただき、2024年１月 17日～20日に横田副知事を代表とする訪問団を派遣しました。 
         
③ 江原特別自治道の概要（2023年６月 11 日に道から特別自治道に昇格） 

〈面積〉 16,875.2ｋ㎡（富山県の約４倍）  

〈人口〉 1,545,432人 （富山県の約 1.5倍） ※2025年 9月時点、韓国統計庁 

〈知事〉 金 鎭台（ｷﾑ･ｼﾞﾝﾃ）（2022年７月１日～） 

 〈民族〉 韓民族 

 〈地勢〉  朝鮮半島の中東部に位置します。中央にある太白（テベク）山脈で分けて、東側は嶺東地 

方、西側は嶺西地方と呼ばれます。  

         道の大部分は北西から南東へ走る標高 1,500ｍ程度の太白山脈で覆われています。山麓か 

ら海岸までは 10kmほどの幅しかなく、広い平野は見られません。 

            長い海岸線は単調であるため、良港は多くありません。太白山脈は金剛山（クムガンサ

ン）、 

雪岳山（ソラクサン）など奇岩奇形の景勝地となっています。  

 〈気候〉  気候は、嶺東地方と嶺西地方で大きく異なり、東海岸のある嶺東地方は、夏は比較的涼し 

く冬は暖かい方であるのに対し、内陸の嶺西地方は、昼と夜の気温差が著しく、１年を通

じての寒暖の差も非常に激しくなっています。道庁所在地である春川（チュンチョン）市

の１月の平均気温は-3.9℃、７月の平均気温は 23.3℃、年間降水量は 1,295mmです。  

 〈産業〉  江原特別自治道には雪岳山（ソラクサン）国立公 

園、五台山（オデサン）国立公園、雉岳山（チア

クサン）国立公園の３つの国立公園があり、その

ほかにも、多数の道立公園と郡立公園がある観光

資源に恵まれたところです。夏には国内外から多

くの観光客が訪れます。観光分野は江原特別自治

道での主要産業としての地位を占めています。  

       広い面積に対して、農耕地は全面積の 9.3％に過 

ぎませんが、高冷地野菜、ジャガイモ、トウモロ

コシの栽培等が活発で、また、草地と山林が多く、

畜産と林業が全国第一の規模を誇っています。  

           暖流と寒流が交差する日本海に面しているため、 

イカ、タラ等の魚類が多く、石灰石、石炭、鉄等

の地下資源にも富んでいます。道内には 6つのダム

があり、水資源や電力等国家の重要なエネルギー

供給源となっています。 

〈GRDP〉 56兆 534,548百万ウォン（2023年） 

〈江原特別自治道庁のホームページアドレス〉http://state.gwd.go.kr/ 

〈韓国観光公社のホームページアドレス〉 

http://japanese.visitkorea.or.kr/ 



 



        

      



 

 



 



（江原特別自治道関係）

所属名 事業名 事業内容 実施時期

生活環境文
化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指導
等を行うソウル特別市出身の国際交流員を配置

通年

生活環境文
化部

日韓友好交流事業
「日韓国際交流書藝展」開催
事業

①江原特別自治道で開催した日韓交際交流書藝展への富
山県書家の作品出品を支援
②江原道特別自治道女流書藝家協会12名の受け入れ、県
内美術
　展行事への作品展示を通じた文化交流を支援

①展示
R6.10.22～R6.11,3
②招聘
R6.11.22～R6.11.24
②展示
R6.11.23～R6.11.26

生活環境文
化部

とやま国際こども美術展2024
（第７回とやまこども舞台芸術
祭と併催）

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展の開催
を支援

R6.8.3～R6.8.4

生活環境文
化部

県民芸術文化祭2024　総合
フェスティバル

総合フェスティバルにおいて、チェコ・プラハの芸術団体を招
へいし、国際交流公演を実施。
また、開催期間中に海外のこどもの絵画を展示

R6.9.14～R6.9.16

生活環境文
化部

NEAR環境分科委員会の推進
北東アジア地域自治体連合（NEAR）環境分科委員会を運
営し、「2016とやま宣言」に基づく実施状況や今後のプロジェ
クトなどの協議を実施

通年

生活環境文
化部

漂着物の発生抑制に関する
学習・啓発事業

海岸漂着物の調査活動や発生抑制対策の啓発を展開 通年

教育委員会 環日本海諸国交流推進事業
中国・遼寧省図書館、韓国・春川教育文化館と図書資料を
交換

通年

令和６年度韓国（江原特別自治道等）との交流事業実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ インド・アンドラプラデシュ（ＡＰ）州との交流 
 

① 「交流・協力に関する覚書」の締結の経緯 

富山県はこれまで、インドとの経済交流を積み重ねてきており、2014年には、医薬品分野において県

薬業連合会とインド製薬工業会が交流に関する覚書を締結したほか、2013 年、2014 年には富山県にお

いてインド映画のロケが実施されるなど文化面での交流も進めてきました。こうしたなか、2015 年 10

月にインドのアンドラプラデシュ（ＡＰ）州の訪問団が来県し、富山県との新たな交流協定について提

案をいただき、これを受け協議や調査を進めた結果、同年 12月 11日、同州との間で「交流・協力に関

する覚書」を締結しました。2024年 12月には「富山県インド経済訪問団」がインドを訪問し、新たな 

項目を盛り込んだ交流・協力に関する覚書を再度締結しました。 

 

② 交流の広がり 

覚書締結後、2015 年 12 月に交流の第一歩として、県議会や県内経済界、薬業界の関係者とともに、

「富山県ＡＰ州友好訪問団」がインドを訪問し、交流の礎を固めました。その後、人材交流の面では、

2017年８月に富山県で初めてＡＰ州出身のインド人国際交流員が国際課に着任しました。学術交流の面

では、2017 年以降、ＡＰ州内の大学生等が来県し、県内大学の訪問や県内企業の視察等を行っていま

す。2021年には初めてＡＰ州内の大学生等と県内大学等のオンライン交流も実施しました。また、2018

年からはＡＰ州からの留学生を県内大学で受け入れており、2022 年には第２期の学生を受け入れまし

た。 

経済交流の面では、2016 年、2017 年にインドに関心のある企業関係者をＡＰ州に派遣し、ビジネス

環境の視察を行いました。また 2018 年にはＡＰ州の訪問団を受け入れ、県内企業向けのＡＰ州ビジネ

スセミナーや県内医薬品関連企業との意見交換を行う薬業界円卓会議を開催しました。 

 

③ ＡＰ州の概要  

〈首相〉 ナラ・チャンドラバブ・ナイドゥ（2024年６月～／任期５年） 

〈人口〉 約 5,334万人（2024年） ※日本の約４割、富山県の約 54倍   

〈面積〉 160,205ｋ㎡ ※日本の本州の約７割、富山県の約 38倍 

〈州都〉 アマラヴァティ 

〈地勢〉 

チェンナイ大都市圏に隣接し、インド東海岸 

に位置する、インド南部の州です。 

港が多数あり、東アジアからのアクセスもよ 

いことから、日系企業の新たな投資先、輸出 

拠点として注目を集めています。 

また、2024年以降、州都がハイデラバード 

からアマラヴァディになったことから、ＡＰ 

州は、州都の開発や産業振興を外資系も導入 

しながら急ピッチで進めています。 

〈気候〉 

ＡＰ州は３月から６月までの間は夏で、この 

時期の気温は 20℃から 40℃ですが、地域によっ 

ては日中に 45℃に達することもあります。７月から９月まで雨の季節となり、主に北東モンスーン

の影響を受けます。10月から２月までは冬ですが、気温は 13℃～30℃あり、厳しくない冬です。 

〈産業〉 

ＡＰ州は、直近７年間のGDP年平均成長率が12%を超え（ルピーベース）、経済成長が著しいインド

の中でも、特に成長性の高い地域です。かつては農業がＡＰ州の中心産業でしたが、近年は産業構造

の高度化が進んでおり、工業やサービス産業が主要な産業セクターになっています。新州都の開発に

伴い、工業化やインフラ開発のニーズが高まっています。 

〈GDP〉約 16挑 4000億ルピー※名目 GDP（2024年度） 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



令和６年度AP州との交流事業実績

部局 事業名 内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語
学指導等を行うインド・AP州出身の国際交流員を
配置

通年

生活環境
文化部

インド・ＡＰ州友好交流推
進事業

①ＡＰ州の大学生の短期研修のための招へい
②ＡＰ州からの県費留学生の受入れ

①R6.10.22～10.26
②通年

商工労働
部

富山県インド経済訪問団の
派遣

インドとの交流促進のため、政府機関等との意見交換、
富山県企業とインド企業との交流セミナーのほか、観光
PRなどを実施

R6.12.19～24

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ スイス･バーゼル地域との交流 

 

① 友好交流の経緯 

  本県薬業は、300 年以上の歴史を有し、現在も高い製造技術力や製剤開発力を有する数多くの医

薬品製造企業があり、全国トップクラスの生産拠点を形成しています。医薬品分野における国際競

争が激化する中、本県薬業が一層発展していくためには、各企業が有する製薬技術等を活かして、

海外企業との連携等を進めていくことが重要な課題となっています。このようなことから、(一社)

富山県薬業連合会では、世界の薬都と呼ばれるスイス･バーゼル地域との交流を平成 18年度から実

施しています。 

スイス･バーゼル地域は、スイス北西部      

のドイツとフランスの国境に位置し、バー   

ゼル・シュタット州の州都バーゼル市には   

世界的な製薬企業であるノバルティス社や 

ロシュ社が本社を置くなど、医薬品、化学、  

バイオ関連企業、研究所が多数集積し、「世  

界の薬都」と呼ばれるにふさわしい地域で 

す。この交流をきっかけに、バーゼルの製 

薬企業と取引を始めた県内の製薬企業も 

あり、交流の成果も着実に現れてきました。 

県では、ビジネス面でのさらなる連携強化を  

支援するとともに、本県薬業の一層の発展につなげるため、平成 21年 10月にバーゼル・シュタッ

ト州及びバーゼル・ラントシャフト州政府と交流協定等を締結し、医薬品分野を中心に、学術、

芸術・文化等も含めた交流を積極的に推進してきました。また、富山大学と富山県立大学では、

平成 30年３月にバーゼル大学との学術交流協定を締結しました。県では、さらに、平成 30年 8月

には、大学間の交流や、バイオ技術分野の交流の推進等を盛り込んだ新たな協定を締結しました。 

 

 

② 交流の広がり 

   医薬品分野においては、バーゼル地域との交流協定等に基づき、平成 22 年度に富山で「第１回

富山・バーゼル医薬品研究開発シンポジウム」を開催して以降、これまでに７回にわたり隔年で相

互に共同シンポジウムを開催してきました（平成 22年度富山開催、平成 24年度バーゼル開催、平

成 26 年度富山開催、平成 28 年度バーゼル開催、平成 30 年度富山開催、令和３年度バーゼル開催

（オンラインのみ）、令和５年度富山開催（オンライン併用））。また、平成 24 年度～平成 26 年度

に、県内の医薬品研究者がバーゼル大学等で研究活動を行うことに対する助成事業を実施し、２名

の研究者を派遣したほか、平成 27 年度～令和元年度には、バーゼルで開催される学会に県内大学

等の若手研究者 19 名を発表者として派遣する等、両地域の交流を推進してきました。令和６年度

からは、富山・バーゼル両地域の学生の双方向の訪問交流事業を実施しています。 

芸術、文化等の分野においては、これまでに、バーゼル音楽院で学んでいる若手音楽家によるコ

ンサートを本県で 13回にわたり開催する等、音楽を通じた交流を深めています。 

 

③ バーゼル地域の概要 

<公用語>   ドイツ語 

 <都市概要>  スイス北西部、ライン川のほとりに位置し、ドイツ、フランス、スイスの３国の国境

が接する地点である。人口の約 30％は外国から集まる。 

医薬品をはじめ、化学薬品、バイオテクノロジーなどのライフサイエンス産業の発展

した「世界の薬都」。世界的製薬メーカーであるノバルティス社、ロシュ社の本社を擁

する。 

化学分野や金融を中心に、経済の発展した都市。人口あたりの GDP はスイス国内の州別

で最も高い。 

   ⅰ.バーゼル・シュタット準州 

   <面積> 37k㎡ 

   <人口> 19.6万人 

ⅱ.バーゼル・ラントシャフト準州 

<面積> 518k㎡ 

<人口> 28.9万人 



 



 



 



 



 



 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 令和６年度バーゼル地域との交流実績
◎県関係事業

部 時期（期間）

厚
生
部

1

➀R6.10.14～25
（12日間滞在）

➁R6.11.2～18
（17日間派遣）

事業名 事業内容

富山・バーゼル交流促
進事業

県内のグローバル人材の育成を目的として、富山・バーゼル両
地域の学生の双方向の訪問交流事業を実施するもの。
➀バーゼル大学学生の受入れ
　スイス・バーゼル大学から学生３名を受け入れ、県内の大
学・製薬企業等への訪問や県内大学生との交流等のプログラム
を実施
②県内の大学生をバーゼル大学に派遣
　県内の大学生２名をバーゼルに派遣し、バーゼル大学の講
義・実習への参加やバーゼル地域の製薬企業の訪問等のプログ
ラムを実施

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

10 その他の国・地域との協定等 



  



 

 



 



    



   



 



 





 





 



 



 



11 とやま名誉友好大使 

 
＜制度の概要＞ 

県では、県内に一定期間以上滞在した外国人の方々を対象に、平成元年度から、「とやま名誉大使」

の制度を創設し、令和６年度末までに、延べ1,681名の方に委嘱しています。 

平成20年度から、名称を「とやま名誉友好大使」とし、富山のよき理解者として、世界と富山県との

友好の架け橋となっていただくようお願いしています。 

  

＜大使の委嘱条件＞ 

(1) 国際交流、国際理解に関心があり、本県在住期間中、以下に掲げるいずれかの活動を通じて、県

民との国際交流を深めた者 

ア 各種国際交流事業に積極的に参加し、県民との交流を図った者 

イ 諸外国の紹介を通し、県民に諸外国への関心を喚起した者 

ウ 本県について理解があり、各種の機会をとらえ、本県についての意見を発表した者 

エ 国際交流ボランティア活動等の諸活動を積極的に行った者 

オ 在住外国人の連携を図るとともに、外国人と県民との交流に努めた者 

(2) 国内外において、各自の活動に併せて、本県の紹介に努めてもらえることが期待される者 

(3) 日常会話、簡単な読み書き程度の日本語能力を備えている者 

(4) おおむね１年以上本県に滞在する者（ただし、永住を目的に来日した者は除く） 

 

＜大使の業務内容＞ 

(1) 国内外において、本県の紹介に努めるとともに、本県と諸外国の国際交流の推進のため、各種の

アドバイスを行うなど、世界の国々と本県の友好の架け橋となる。 

(2) 在住外国人との連携に努め、各種情報の収集にあたるとともに、在住外国人に対し、富山県の紹

介に努める。 

(3) 再び県内に在住することがある場合は、可能な限り、県内の国際交流事業等の推進に協力し、県

民との交流を図る。 

(4) 委嘱期間中適宜、近況または、外からみた本県の感想をレポートにして提出する。 

(5) 県が必要とする各種情報の提供等、各種の協力をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜とやま名誉友好大使年度別委嘱者数（63か国・地域1,681名）＞

国・地域名 H元～19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 国別計

1 アイルランド 14 1 2 1 1 19

2 アメリカ合衆国 313 16 11 14 16 11 10 14 11 11 14 19 9 11 16 18 18 15 547

3 アルゼンチン 18 1 1 1 1 1 23

4 アルバ 2 2

5 イタリア 1 1

6 インドネシア 7 4 1 12

7 インド共和国 0 1 1 1 3

8 ウクライナ 1 1

9 英国 131 5 1 3 1 1 1 1 3 2 1 2 2 2 5 161

10 エクアドル共和国 1 1

11 エジプト 2 2

12 オーストラリア 44 1 2 2 1 1 51

13 オーストリア 1 1

14 オランダ 0 1 1

15 ガーナ 2 2

16 カナダ 86 2 2 2 1 2 1 3 3 2 1 2 2 1 110

17 カンボジア 1 1

18 グアテマラ 1 1

19 グルジア 1 1

20 ケニア 1 1

21 コンゴ（旧ザイール） 1 1

22 ザンビア 2 2

23 ジャマイカ 2 1 2 1 6

24 シリア 1 1

25 シンガポール 3 1 1 1 1 7

26 スペイン 0 1 1

27 タイ 1 3 1 5

28 台湾 0 1 1 2

29 大韓民国 79 1 1 2 1 2 1 1 1 89

30 タンザニア 1 1

31 チェコ 3 2 5

32 中華人民共和国 155 4 6 6 6 7 5 8 11 6 6 5 8 1 1 2 1 7 245

33 デンマーク王国 1 1

34 ドイツ 13 13

35 トリニダード・トバゴ 0 1 1 1 3

36 ニュージーランド 16 1 1 1 1 1 21

37 ネパール 7 7

38 ノルウェー 1 1

39 バーレーン 0 1 1

40 ハンガリー 3 3 1 1 8

(50音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国・地域名 H元～19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 国別計

41 バングラディシュ 2 2

42 フィジー 1 1

43 フィリピン 5 2 2 1 2 12

44 フィンランド 1 1

45 ブータン 1 1

46 ブラジル 119 2 3 1 2 3 3 2 3 3 3 2 4 1 3 2 156

47 フランス 2 1 3

48 ベトナム社会主義共和国 1 3 1 1 6

49 ペルー 1 1

50 ベルギー 1 1

51 ポーランド 1 1

52 ホンジュラス 1 1

53 マラウイ 3 3

54 マレーシア 8 1 9

55 南アフリカ 2 1 1 1 1 2 1 9

56 ミャンマー連邦共和国 0 1 1 2

57 メキシコ 1 1

58 モナコ 4 1 5

59 モロッコ 2 2

60 モンゴル 12 12

61 ラオス 2 2

62 ラトビア共和国 0 1 1

63 ロシア連邦 49 4 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 88

1,135 38 28 31 36 34 28 31 33 30 37 34 31 29 35 28 27 36 1,681年度別計

令和7年3月31日現在

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12  富山県高等学校生徒海外派遣事業

回 日数 派　遣　先 団員 役員等 計

1 S58.12.21 ～ S59.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 18 3 21

2 S59.12.21 ～ S60.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

3 S60.12.20 ～ S61.1.4 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

4 S61.12.21 ～ S62.1.5 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

5 S62.12.20 ～ S63.1.4 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

6 S63.12.21 ～ S64.1.5 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

7 H2.3.13 ～ H2.3.28 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

8

9 H4.3.16 ～ H4.3.29 14 イギリス、フランス 28 4 32

10 H5.3.12 ～ H5.3.25 14 オランダ、イギリス 28 4 32

11 H6.3.11 ～ H6.3.24 14 オランダ、イギリス 28 4 32

12 H7.3.16 ～ H7.3.29 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

13 H8.3.14 ～ H8.3.27 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

14 H9.3.13 ～ H9.3.26 14 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

15 H10.3.13 ～ H10.3.27 15 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

16 H11.3.12 ～ H11.3.26 15 オランダ、フランス、デンマーク 20 4 24

17 H12.3.13 ～ H12.3.25 13 オランダ、ドイツ、フランス 19 4 23

18 H13.3.14 ～ H13.3.26 13 オランダ、ドイツ、ベルギー 18 4 22

19 H14.3.13 ～ H14.3.23 11 中国 20 4 24

20 H15.3.10 ～ H15.3.22 13 中国 20 4 24

21 H16.3.10 ～ H16.3.20 11 アメリカ合衆国 20 4 24

22 H17.3.9 ～ H17.3.21 13 中国 18 4 22

23 H18.3.8 ～ H18.3.18 11 アメリカ合衆国 16 4 20

24 H19.3.8 ～ H19.3.18 11 中国 18 5 23

25 H20.3.6 ～ H20.3.18 13 中国 18 4 22

26 H21.3.8 ～ H21.3.19 12 中国 19 4 23

27 H22.3.5 ～ H22.3.16 12 ドイツ、オランダ 20 4 24

28 H23.3.8 ～ H23.3.19 12 中国 19 4 23

29 H24.3.7 ～ H24.3.18 13 中国 20 4 24

30 H25.3.4 ～ H25.3.15 12 シンガポール、タイ、台湾 20 4 24

31 H26.3.10 ～ H26.3.21 12 シンガポール、マレーシア、台湾 24 5 29

32 H27.3.9 ～ H27.3.20 12 アメリカ合衆国 20 4 24

33 H28.3.7 ～ H28.3.18 12 アメリカ合衆国 20 4 24

34 H29.3.6 ～ H29.3.17 12 シンガポール、マレーシア、台湾 19 4 23

35 H30.3.5 ～ H30.3.16 12 シンガポール、マレーシア、台湾 20 4 24

36 H31.3.3 ～ H31.3.14 12 台湾、ベトナム 20 4 24

37

38

39

40 R5.3.6 ～ R5.3.17 12 アメリカ合衆国 20 4 24

41 R6.3.4 ～ R6.3.15 12 アメリカ合衆国 20 4 24

42 R7.3.10 ～ R7.3.21 12 ベトナム、シンガポール、マレーシア 20 4 24

832 151 983

期　間

湾岸戦争のため中止

計

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


